
５ 認知症の人にやさしい地域づくり 

＜認知症基本法に基づく認知症施策推進計画＞ 

 

〇概要 

令和５年（2023 年）には、認知症の人を含めた国民一人一人がその個性と能

力を十分に発揮し、相互に人格と個性を尊重しつつ支えあいながら共生する活

力ある社会（共生社会）の実現を目指す認知症基本法が成立しました。 

町ではこれまでの取り組みに加え、法の基本理念を意識し、「認知症の人が

自らの意志によって日常生活及び社会生活が営むことができるようにするこ

と」、「町民が認知症に関する正しい知識及び認知症の人に関する正しい知識を

深めるようにすること」、「認知症の人が生活を営む上で障壁となるものを除去

すること」、「認知症の人が意見表明・社会参加の機会を確保すること」、「本人

及び家族等の支援をおこなうこと」、について取り組んでいきます。 

 

＜課題＞ 

・75 歳以上の高齢者の増加に伴い、認知症状を持つ高齢者が増加する一方で、

独居や高齢夫婦のみの世帯が増えていることから、早期発見や初期対応が遅

れがちです。 

・まだ大丈夫、と認知症状を軽視する・正しい理解・知識が十分でないことに

加えて、認知症の相談窓口を知らない住民が多い状況があります。 

・認知症と診断された後、地域で暮らし続ける上での本人や家族が安心できる

居場所がない・時間をともに過ごす支援者がいないことから、家族の孤立や

疲弊が進みます。地域生活を支える資源（認知症見守り協力団体すまいる、

オレンジカフェ、認知症サポーター等）もありますが、認知されず十分活用

されていない状況があります。 

・失敗をしたくない、危険の回避などから、本人の意欲や自信の喪失が起き、

外出を控えるなど、閉じこもりがちになり、認知症状がより進行します。 

・認知症の方が外出しにくい（希望を叶えられる受入先がない、受け入れる側

が対応できない）環境があります。 

・仕事と介護の両立、近所付き合いの希薄化、誰に相談していいか分からない、

などの状況から、ケアする家族は疲弊し、辛い思いを抱えがちです。 

〇ありたい姿に向けての施策の展開 

 

【モニタリングする指標】 

指標の内容 
令和８年 

現在 

令和９年 

目標 

令和 10 年 

目標 

令和 11 年 

目標 

認知症サポーター養成講座

開催回数・受講者世代 

小学生 1 回 

大人 2 回 

小中学生対象 年各 1 回 

成人対象 年 3 回以上 

地域の人（支え手）と出会い

過ごす場（オレンジカフェ等） 
７か所 

調査項目として設定し 

前年以上の取り組みを目指す 

専門職・関係機関等向けの研

修開催 

多職種合同 

ｹｱｶﾝﾌｧﾚﾝｽ 

ケアマネ会 

年２回以上 

認知症サポーター、キャラバ

ン・メイト、民間企業等と協

同した企画運営の回数 

 ５回（R7） 継続 

認知症に関する相談窓口を

知っていますか 

元気高齢者 

21.5％ 

居宅介護者 

34.0％ 

- 

元気高齢者 

25.0％ 

居宅介護者 

35.0％ 

- 



 


